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序

　本報告書は、沖縄県立埋蔵文化財センターが沖縄防衛局の委託を受け、平成 24（2012）年度～ 25（2013）
年度に実施した、米軍の海軍病院建設に伴う普天間古集落遺跡・普天間後原第二遺跡の発掘調査成果をま
とめたものです。
　本遺跡は、宜野湾市字普天間に所在し、普天満宮、普天満山神宮寺の西側に広がる遺跡です。旧普天間
集落は、第二次世界大戦前には沖縄本島北部と南部を結ぶ交通の要所であるとともに、多くの公共施設が
設置された重要な場所でした。また、各地から訪れる普天満宮及び普天満山神宮寺への参拝者により、常
に賑わいを見せていました。
　しかしながら、太平洋戦争末期に起きた沖縄戦によって、集落すべてが米軍に接収され、戦後はキャン
プ瑞慶覧内の米軍住宅地区として使用されていました。　　　　　
　発掘調査の結果、縄文時代、グスク時代、近世～近代の遺構や遺物が確認されました。各時期の主な遺
構として、縄文時代は深く掘り込まれた土坑、グスク時代では複数の建物跡が見つかりました。
　本遺跡の主体を占める近世～近代においては、調査区全体に広がる溝跡が確認され、これまでの他地区
の調査で確認された屋敷地などを区画すると考えられる溝跡と繋がることが判明しました。この成果は、
当時の集落の様相を明らかにする上で重要な発見と言えます。
　本報告書が、学術研究をはじめ、地域の文化・歴史学習などの資料として活用されるとともに、文化財
保護の普及等の一助になれば幸いです。
　最後となりましたが、現地調査及び資料整理にあたり、多大な御協力を賜りました宜野湾市教育委員会
をはじめとした関係機関並びに関係各位に、心から厚く御礼申し上げます。

平成 29（2017）年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県立埋蔵文化財センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　長　　金城　亀信





巻頭図版１　遺構完掘状況　X 地区１地点（北から）



巻頭図版２　遺構完掘状況　上：X 地区１地点（南から）　　下：X 地区３地点（北から）



巻頭図版３　遺構完掘状況　上：XI 地区１・２地点（東から）　　下：XI 地区 2 地点（西から）



巻頭図版 4　遺構完掘状況　上：XII 地区１地点（南から）　　下：XII 地区 2 地点（東から）



巻頭図版５　縄文時代・グスク時代の遺構
　　　　　　上：X 地区 SK308　半裁断面　　　下：X 地区 SK4　カムィヤキ出土状況



巻頭図版 6　近世～近代の遺構
　　　　　　上：XI 地区 SK334　遺物出土状況　　　下：XI 地区 SK334 出土遺物



例　言

　

１　本報告書は、沖縄県宜野湾市字普天間（キャンプ瑞慶覧内）に所在する普天間古集落遺跡・普天間後
　原第二遺跡における米軍の海軍病院建設に伴う記録保存を目的とした緊急発掘調査の成果をまとめたも
　のである。

２　本調査は、沖縄防衛局からの委託を受け、沖縄県立埋蔵文化財センターが平成 24 年度及び平成 25
　年度に現地調査、平成 26 ～ 28 年度に資料整理を実施した。

３　本報告は平成 24 年度及び平成 25 年度調査分の約 12,010㎡について行う。

４　地図データは、国土地理院の電子国土 Web システムから配信されたものを使用している。

５　航空写真は、宜野湾市教育委員会から提供を受けたものに加筆し、使用している。

６　本報告で使用している座標は、世界測地系の第 XV 系である。

７　土色は、農林水産省農林水産技術会議事務局　監修「新版標準土色帖」を使用した。

８　本書の編集は、当センター職員の協力を得て、具志堅清大が行った。執筆は、下記以外は具志堅が行っ
　たが、第３章第５節２は金城貴子、第 5 章第２節では宮城淳一の協力を得た。
　　
　　南　勇輔　第３章第３節２・第４節２　土器・石器・カムィヤキ・滑石製品、遺物観察表
　　　　　　　第５節２　遺物観察表　
　　太田樹也　第３章第６節　自然遺物
　　パリノ・サーヴェイ　第４章　自然科学分析
　　

９　本書に掲載された写真撮影は、現地調査状況を知念隆博、金城貴子、具志堅清大が行い、遺物を領家
　範夫が行った。

10　現地調査で得られた遺物、実測図及び写真等の記録は、全て沖縄県立埋蔵文化財センターにて保管
　している。
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第１節　調査に至る経緯

第１章　調査の経過
第１節　調査に至る経緯
　平成８年 12 月の沖縄に関する特別行動委員会（SACO）の最終報告にて、キャンプ桑江内の海軍病院
をキャンプ瑞慶覧内に移設することが合意され、海軍病院の移設候補地として、普天満宮西側の米軍住宅
地域が挙がった。平成 10 年に沖縄県教育委員会（以下、県教委）により、18 箇所の試掘調査を行った
結果、広く普天間古集落遺跡、普天間石川原遺跡が確認された。その後、県教委及び宜野湾市教育委員会（以
下、市教委）により平成 16 ～ 19 年度（市教委は平成 17 ～ 18 年度）に海軍病院建設予定地全域の試掘
調査を実施し、広範囲で周知の埋蔵文化財包蔵地と古墓を確認した。平成 20 年３月 28 日付けで、沖縄
防衛局、県教委、市教委の３者で「協定書」を交わし、平成 20 年度から、海軍病院建設に伴う記録保存
調査が県教委及び市教委により行われることとなった。
　発掘調査は、平成 20 年度に病院本体範囲から着手した。その後、関連施設等の工事にかかる範囲の調
査を行い、平成 25 年度で瑞慶覧病院地区の発掘調査は終了した。平成 26 ～ 27 年度には、平成 20 ～
23 年度の調査成果をまとめ、報告している（沖縄県立埋蔵文化財センター 2015a、2015b、2016）。本
報告では、平成 24 ～ 25 年度の調査成果を報告する。
平成 24 年度　平成 24 年６月１日付けで沖縄防衛局と県教委は契約を締結し、平成 24 年８月 29 日から
発掘調査を実施した。調査終了後は、平成 25 年３月 28 日付けで終了報告を行い、平成 25 年４月 11 日
付けで県教育長より宜野湾警察署長へ埋蔵文化財発見の通知を行った。
平成 25 年度　平成 25 年 7 月 24 日付けで契約を締結し、平成 25 年９月 12 日から発掘調査を実施した。
調査終了後には平成 26 年２月 12 日付けで終了報告を行うともに、平成 26 年２月 17 日付けで県教育長
より宜野湾警察署長へ埋蔵文化財発見の通知を行った。
平成 26 ～ 28 年度　平成 26 年度には協定書第８条第２項に基づく沖縄防衛局、県教委、市教委の３者に
よる調整を経て、平成 26 年 11 月 21 日付けで「覚書」が締結され、資料整理が平成 28 年末まで期間が
延長となった。平成 26 ～ 28 年度は報告書刊行のため沖縄防衛局との契約を締結し、資料整理作業を実
施した。
大規模面積の発掘調査に係る届出　沖縄県内で大規模な面積の発掘調査を実施する際、調査面積（土置
き場を含めた裸地面積）が 1000㎡を超える場合は、沖縄県赤土等流出防止条例に基づく届出が必要とな
る。キャンプ瑞慶覧病院地区においては、平成 21 年度までは沖縄防衛局から届出がなされていたが、平
成 22 年度からは各事業行為者による届出を行うこととなったため、平成 22 年度以降は沖縄県立埋蔵文
化財センターから中部福祉保健所へ届出を行った。濁水が調査区外へ流出しないよう調査区及び土置き場
の周囲に小堤を設置するとともに、残土には侵食防止剤吹き付けなどの対策を行った。
　また、調査面積が 3000㎡以上となる場合は、土壌汚染対策法に基づく「一定規模以上の土地の形質の
変更届出」が必要となるが、既に沖縄防衛局から届出がなされていたことから、上述の沖縄県赤土等流出
対策条例に基づく届出とともに報告を行った。

第２節　調査体制
　本報告の普天間古集落遺跡・普天間後原第二遺跡の発掘調査は、平成 24・25 年度に現地での発掘作業、
平成 26 ～ 28 年度にかけて資料整理及び報告書作成を行った。実施体制は以下のとおりである。

　事業主体　沖縄県教育委員会
　　教育長　大城 浩（平成 24 年度）、諸見里 明 ( 平成 25 ～ 27 年度 )、平敷昭人（平成 28 年度）
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　事業所管　沖縄県教育庁文化財課
　　　課長　長堂嘉一郎（平成 24 年度）、新垣悦男 ( 平成 25 年度 ) 、嘉数 卓 ( 参事兼課長：平成 26 年
　　　　　　度 )、萩尾俊章（平成 27 ～ 28 年度）
　　副参事　島袋 洋 ( 平成 24 年度 )
記念物班長　盛本 勲（平成 24 ～ 25 年度）、金城亀信 ( 平成 26 年度、副参事兼班長：平成 27 年度 )、　
　　　　　　上地 博（平成 28 年度）
　　　担当　長嶺 均 ( 主任専門員：平成 24 ～ 27 年度 )、知念隆博 ( 主任専門員：平成 26 年度 )、　　　
　　　　　　神村智子（指導主事：平成 28 年度）

　事業実施　沖縄県立埋蔵文化財センター
　　　所長　崎濱文秀 ( 平成 24 年度 )、下地英輝 ( 平成 25 ～ 27 年度 )、金城亀信（平成 28 年度）
　　副参事　島袋 洋 ( 平成 25 ～ 26 年度 )、盛本 勲（平成 27 年度）、濱口寿夫（平成 28 年度）
　総務班長　荻堂治邦 ( 平成 24 年度 )、新垣勝弘 ( 平成 25 ～ 27 年度 )、比嘉智博（平成 28 年度）
　　　担当　西島康二 ( 主査：平成 24 ～ 25 年度 )、比嘉 睦 ( 主任：平成 26 年度、主査：平成 27 年度 )、
　　　　　　新里 靖（主査：平成 27 ～ 28 年度）
　調査班長　金城亀信 ( 調査班長：平成 24 ～ 25 年度 )、盛本 勲 ( 平成 26 年度 )、上地 博（平成 27 年度）、
　　　　　　仲座久宜（平成 28 年度）
　　　担当　知念隆博 ( 主任専門員：平成 24 ～ 25 年度 )、金城貴子 ( 専門員：平成 24 年度、主任：　
　　　　　　平成 25 ～ 27 年度 )、具志堅清大 ( 専門員 ( 臨任 )：平成 24 年度、専門員：平成 25 ～ 2　
　　　　　　6 年度、主任：平成 28 年度 )、南勇輔（専門員：平成 28 年度）

　文化財調査嘱託員 ( 平成 24 ～ 27 年度 )・史跡埋蔵文化財調査員（平成 28 年度）
　　　　　　新垣有一郎、伊藝由希、池原悠貴、井上奈々、岩元さつき、内間真吾、太田樹也、大屋匡史、
　　　　　　奥平大貴、翁長佳乃子、幸地千明、崎原盛俊、新屋敷小春、杉山千曜、玉城 綾、田村 薫、
　　　　　　小橋川里江、仲程勝哉、仲嶺真太、波木基真、比嘉優子、又吉幸嗣、宮里知恵、山城 勝

　埋蔵文化財資料整理嘱託員（平成 24 ～ 27 年度）・埋蔵文化財資料整理員（平成 28 年度）
　　　　　　赤嶺恵子、赤嶺雅子、安里綾子、新垣裕子、新垣利津代、有光綾子、糸数永子、伊藝由希、
　　　　　　石橋英子、市川里恵、殷 兪平、上原作美、上原園子、小渡直子、喜屋武朋子、金城礼子、　
　　　　　　久貝裕子、具志みどり、久保田有美、幸地麻美、崎原美智子、後田多昌代、城間彩香、城間
　　　　　　千鶴子、島袋久美子、鈴木友璃子、平良貴子、高橋弘治、田中章子、玉城実子、玉那覇美野、
　　　　　　知花香織、　津多 恵、津波古彩乃、手嶋永子、照屋芳美、當真香、當山哲也、徳本加代子、
　　　　　　仲里由利、仲間文香、西原健二、比嘉登美子、比嘉なおみ、東仲千夏、譜久村泰子、又吉純子、
　　　　　　又吉利文、嶺井多津美、嶺井幸恵、宮城かの子、宮城友香、目島直美、屋我尚子、矢舟章浩、
　　　　　　山川美織、山城美奈、山城由紀子、與儀みなみ、領家範夫、渡邉愛依

　事務補助員・資料整理作業員（平成 24 ～ 28 年度）　　
　　　　　　安里綾子、酒井若葉、下里利美、下地麻利恵、砂川美樹、嵩原美千代、立津尚美、玉那覇美野、
　　　　　　知花香織、當真 香、仲松安花奈、仲村綾乃、名幸さと子、花城咲子、普天間しげ美、又吉 淳、
　　　　　　松田仁美、宮城綾子、安井美和
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　業務委託　　発掘調査支援業務　㈱アーキジオ・㈱文化財サービス（平成 24 年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　㈱島田組（平成 25 年度）
　　　　　　　　遺物保存所理　㈱文化財サービス（平成 25 年度）
　　　　　　　　自然科学分析　パリノ・サーヴェイ㈱（平成 28 年度）

    調査指導及び協力者（所属等は当時）
　　　　　　近江俊秀（文化庁文化財部記念物課）、呉屋義勝・吉村純・仲村健・森田直哉・伊藤圭・宮城淳一・
　　　　　　亀島慎吾（宜野湾市教育委員会）、半澤武彦（岩手県教育委員会）、宮城弘樹・稲福政斉（沖
　　　　　　縄国際大学）、金城聡子・岡本亜紀（浦添市美術館）、丸山真史（東海大学）、櫻木晋一（下
　　　　　　関市立大学）、野崎拓司（喜界町教育委員会）

第 3 節　発掘調査の経過
　Ⅹ地区～ⅩⅡ地区の発掘調査経過について、地区ごとに日誌抄でまとめる。
Ⅹ地区
　現地調査は平成 24 年８月 29 日から平成 25 年３月 28 日まで行った。調査は、１地点 (14-B15・C14
～ 15・D14 ～ 15、15-B １・C １・D １)、２地点 (14-D13 ～ 15・E13 ～ 15・F14 ～ 15)、３地点 (14-E15・
F15、15-E １～２・F １～２・G １～２・H １～３、I １～３)、４地点 (14-G15・H15・I15、15-H １・I
１)、５地点 (14-I15、15-I １) の５つの地点に分けて実施した。調査面積は 4,700㎡である。経過につい
ては以下に概略を記す。
平成 24 年
８月：事前に基準点測量と調査区の位置出し作業を行い、13 日より磁気探査を実施するととともに、調
　　　査区にかかる樹木の伐採を行った。29 日から１地点の表土掘削を行う。
９月：１地点の表土掘削を継続する。２地点の表土掘削は 12 日から開始した。１地点の磁気探査により…
　　異常が無いことが確認された範囲から、遺構検出作業を開始する。
10 月：11 日に１地点及び２地点の遺構検出写真撮影を行う。グスク時代のピットを多く確認する。翌　
　　12 日より、１地点の北側から遺構掘削を開始する。30 日からは２地点の遺構掘削を開始する。グス…
　　ク時代の掘立柱建物跡プランを検討しながら、ピットの半裁作業を行った。
11 月：引き続き１地点及び２地点の遺構掘削を行う。６日から３地点の表土掘削を北側から開始する。
　　12 日から３地点中央から南側に置かれていた残土が搬出された事から、磁気探査を開始する。
12 月：３地点の表土掘削を継続して行う。１・２地点は、遺構掘削を継続し、７日から１地点の遺構完

掘作業を開始し、20 日に遺構完掘写真撮影を行う。20 日から２地点の遺構完掘作業を開始し、27
日に遺構完掘写真撮影を行う。27日に３地点北側から遺構検出作業を開始し、年内の作業を終了した。

平成 25 年
１月：４日より調査再開する。３地点の遺構検出作業を継続して行い、24 日に遺構検出写真撮影を行う。
　　25 日から３地点の遺構掘削を北側から開始する。２地点の大型土坑については、遺構深度が１ｍを
　　超えており人力での掘削が困難と判断し、重機による断割を行い、記録作業を行った。
２月：引き続き３地点の遺構掘削作業を行う。５日から４地点の表土掘削を開始し、７日から遺構検出作
　　業を開始する。また７日から５地点の表土掘削を開始し、８日から遺構検出作業を開始する。13 日
　　に４地点及び５地点の遺構検出写真撮影を行う。26 日から４地点及び５地点の遺構掘削を開始する。
３月：13 日に３地点、14 日に４地点及び５地点の遺構完掘写真撮影を行う。15 日からは残務として、…
　　３地点の土坑及び井戸を重機による断割を行い、記録作業を行った。28 日に全ての調査が終了し、…
　　29 日に現場撤収をもって調査完了となった。
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ⅩⅠ地区
　現地調査は平成 24 年８月 30 日から平成 25 年２月 13 日まで行った。調査は、１地点 (15-N ５～７・
O ５～８、22-A ５～８・B ７～８)、２地点：(15-O ８、22-A ８～ 11・B ８～ 11・C10 ～ 11) の２つの
地点に分けて実施した。調査面積は 3,310㎡である。経過については以下に概略を記す。
平成 24 年
８月：事前に基準点測量・調査区の位置出し作業を行い、22 日から磁気探査作業を開始するとともに、　
　　アスファルト・コンクリート部分の撤去作業を行った。30 日から１地点の表土掘削を行う。
９月：１地点の表土掘削を継続する。磁気探査では異常はなく、１地点北側から遺構検出作業を開始する。
　　SF １の検出作業では、東西に延びる側溝と、細かな礫により硬化した路面を確認した。27 日に１地
　　点１面目の遺構検出写真撮影を行う。
10 月：遺構掘削作業を行い、半裁の終了した遺構から順次写真撮影、図面作成作業を行った。22 日から
　　SF １及びⅡ層を重機で除去し、Ⅲ層上面で遺構検出作業を行った。
11月：９日に１地点１面目の遺構完掘写真撮影を行った。12日に 1地点Ⅲ層掘削範囲の磁気探査を行い、
　　13 日からⅢ層の掘削を開始した。平行して１地点北東部拡張区の遺構掘削作業も行った。30 日から
　　は２地点の表土掘削を開始した。
12 月：１地点Ⅲ層の掘削作業を終了し、２面目の遺構検出作業を行う。グスク時代のピットを確認した。
　　10 日に１地点２面目の遺構検出写真撮影を行った。11 日から遺構掘削を開始し、20 日には１地点
　　２面目の遺構完掘写真撮影を行う。２地点は 17 日で重機掘削作業を終了し、20 日から遺構検出作
　　業を開始し、年内の作業を終了した。
平成 25 年
１月：7日より調査再開する。２地点の遺構検出作業を行い、道跡（SF１）の続きや柱穴、溝などを検出した。
　　16 日に２地点の遺構検出写真撮影を行い、23 日から遺構掘削作業を行った。30 日に陶磁器や位牌、
　　ガラス瓶などを一括埋納した土坑（SK334）を検出した。１地点は 17 日から補足調査を行った。１
　　地点南壁沿い及び南北方向に下層確認トレンチの調査、井戸の断割及び記録作業を行った。
２月：５日に２地点の遺構完掘写真撮影を行う。その後井戸の断割及び記録作業を行った。７日から
　　SK334 の写真撮影及び写真測量作業を行い、位牌の取り上げ作業を行った。13 日にすべての調査を
　　終了し、15 日に現場撤収をもって調査完了となった。
ⅩⅡ地区
　発掘作業は平成 25 年９月 12 日から平成 26 年２月７日まで行った。調査は、１地点 (15-N12・O10
～ 13、22-A10 ～ 12・B11 ～ 12)、２地点 (22-C ９～ 10・D ８～ 11・E10)、３地点 (22-D12 ～ 14・
E12 ～ 14・F12 ～ 13) の３つの地点に分けて実施した。調査面積は 4,000㎡である。経過の概略を以下
に記す。
平成 25 年
８月：28 日から基準点移動及び調査区設定を行い、同時に調査区内に掛かる樹木の伐採作業にも着手した。
９月：６日からは１地点の磁気探査に着手し、12 日から表土掘削を開始した。磁気探査で異常はなく、　
　　24 日より遺構検出作業に着手した。
10 月：２日に１地点の遺構検出写真撮影を行った。遺構はピット・土坑・溝等を確認した。３日から遺
　　構掘削を開始し、22 日に遺構完掘写真撮影を行った。その後、調査区中央部で補足調査（地山確認）
　　を行った。２地点は８日から磁気探査に着手し、16 日から表土掘削を開始した。磁気探査では異常
　　はなく、25 日から遺構検出作業を開始した。
11 月：６日に２地点１面目の遺構検出写真撮影を行った。遺構はピット・土坑・溝・防空壕跡（SX6）　
　　等を確認した。19 日に２地点１面目の遺構完掘写真撮影を行った。その後、20 日から２地点Ⅲ層の
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　　確認トレンチ掘削を行い、26 日から２地点Ⅲ層の掘削を開始した。28 日からは２面目の遺構検出作
　　業を開始し、グスク時代のピット群を確認した。
12 月：３日に２地点２面目の遺構検出写真撮影を行った。４日から遺構掘削作業を開始した。３地点は
　　３日から磁気探査を実施し、16 日から表土掘削を行った。25 日に２地点２面目の遺構完掘写真撮影
　　を行い、年内の作業を終了した。
平成 26 年
１月：６日から調査を再開する。２地点の補足調査として北壁沿いに確認トレンチ掘削、井戸の断割を行っ
　　た。３地点の遺構検出作業を開始し、17 日に３地点の遺構検出写真撮影を行った。29 日には３地点
　　の遺構完掘写真撮影を行った。
２月：３日から井戸の断割と調査区の北西部の補足調査（地山確認）を行い、7 日にすべての調査を終了
　　した。14 日に現場撤収をもって調査完了となった。

第 4 節　資料整理の経過
　資料整理は平成 25 年度から実施した。まず出土遺物の洗浄から始め、注記等を中心に進めた。続いて
平成 26 年度より、遺物の分類、接合作業、実測用遺物の抜出しを行い、平成 27 ～ 28 年度に実測図の
作成、トレース、写真撮影等を行った。これらの作業と並行して、遺構図等のトレースを進めた後、発掘
現場で撮影した写真と併せてレイアウト作成を行った。本報告書で報告体対象となるⅩ～ⅩⅡ地区につい
ては、発掘調査によって見つかった遺構数も多く、また密な箇所も多かったため、他の遺構との関連に注
意しながら検討する必要があった。また、遺構とともに、出土した遺物の量も膨大に及んだため、整理に
は多くの時間を要した。
　平成 28 年度は、原稿執筆及び報告書全体のレイアウトを完成させた後に、指名競争入札により落札し
た印刷業者と契約を行い、本調査報告書を刊行した。

遺跡遠景　南東から（平成 20 年度） X 地区遠景　西から（平成 20 年度）

磁気探査状況（X 地区） 表土掘削状況（XI 地区）
図版 1　発掘調査・資料整理状況１
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遺構検出作業 (X 地区 ) 高所作業車による撮影（XI 地区）

遺構掘削作業 (XII 地区 )

井戸断割状況 (XII 地区 )

侵食防止剤吹付け作業 ( 平成 24 年度 ) 資料整理・報告書作成 ( 平成 28 年度 )

遺構掘削作業 (XI 地区 )

確認トレンチ掘削作業 (XI 地区 )

図版 2　発掘調査・資料整理状況２
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第２章　遺跡の位置と環境

第１節　遺跡の立地と地理的環境
　キャンプ瑞慶覧が所在する宜野湾市は、沖縄本島那覇市から北に 12km の地点にあり、北は北谷町、
北東は北中城村、東は中城村、東南は西原町、南は浦添市に隣接し、西は東シナ海に面している。総面積
は、19.80㎢で、東西に約 6.1㎞、南北に約 5.3㎞とやや長方形をなしている。
　宜野湾市の地形は、海岸から内陸部に向かって雛壇状を呈しており、標高３～ 30m の海岸低地（第１
面）、標高 30 ～ 40m の石灰岩段丘（第２面）、標高 50 ～ 90m の石灰岩段丘（第３面）、標高 90m 以上
の高位段丘（第４面）の４つの海岸段丘から形成されている。
　宜野湾市内の河川は、浦添市・西原町との境界に比屋良川、北谷町・北中城村・中城村との境界に普天
間川がある。普天間川は、流域面積 9.1km、流路延長８km の２級河川である。最上流部は隣接する中城
村北上原の標高 130 ～ 140m 付近の島尻層群からなる丘陵地帯にあり、中城村登又まで北北東方向に伸
び北中城村安谷屋で北西方向へ大きく蛇行し、普天間の北側を通り北谷町北前の海岸低地へ流れている。
普天間の地理的環境　キャンプ瑞慶覧病院地区は宜野湾市字普天間に所在する。普天間は宜野湾市の北東
側にあり、地形的には第３面に当たる標高50～90mの段丘上に位置する。北側は普天間川に接しており、
普天間川の侵食による琉球石灰岩丘陵が連なる。
　調査区は、北側にフィールーやグスクンニーとよばれる丘陵を後背とした標高約 55m ～ 64m の台地
上にあり、東側から西側へ若干傾斜する地形を呈する。この台地上には、普天間古集落遺跡などの遺跡が
広がる。基盤を構成するのは琉球石灰岩であり、その下位にはクチャと呼ばれる泥岩などから成る島尻層
群が堆積している。表層の琉球石灰岩は透水性が高いため雨水は地中へ浸透し、下層の不透水層である島
尻層のクチャ面でとめられ、その境界から湧水として湧き出すとともに、雨水や地下水は琉球石灰岩を溶
かし鍾乳洞を形成する。普天間が所在する第３面段丘には洞穴と湧泉が点在している。普天間には普天満
宮洞穴や普天間第１洞穴、下原洞穴があり、なかでも普天満宮洞穴は拝所として有名である。また西側に
隣接する旧キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区にあたる喜友名には、国の重要文化財にも指定されている喜
友名泉「チュンナガー」をはじめ湧水群が存在し、喜友名部落の水道源として利用された。
窪地について　これまでの調査により、かつての旧地形は窪地が多くあったことがわかっている。これら
は雨水が地下へ浸透する過程で石灰岩を溶かすことで形成されるもので、鍾乳洞の天井が陥没して形成さ
れた陥没ドリーネによる場合もある。この窪地には暗褐色～黒褐色土の堆積層が確認されており、植物珪
酸体分析ではイネ属の機動細胞珪酸体がわずかに見られたことから、グスク時代以後の農耕に関連して堆
積した可能性がある。普天間においては、まず縄文時代の人々の生活の痕跡が確認され、グスク時代には
平坦部や谷状の窪地を利用した集落が展開していた。その後は人々の生活の痕跡は一旦途絶えるが、近世
～近代には普天間古集落が形成されるとともに、耕作地としても利用された。その後は瑞慶覧基地の造成
により窪地は改変され、失われている。

第２節　歴史的環境
　普天間古集落遺跡が所在する字普天間は、当初は中城間切であったが、1671 年（康熙 10 年）に宜野
湾間切を新設する際に宜野湾間切に編入された。文献『絵図郷村帳』には「寺ふてま村」の名があり、普
天間には琉球八社の一つである普天満宮及び神宮寺が所在し、古くから集落の中心であった。琉球王国時
代には国王も普天満宮を参詣する行事があり、参道の松並木（宜野湾並松）は 1932 年に国の天然記念物
に指定された。古い集落は現在の普天間小学校付近と普天満宮西側にあったとされている。
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第１節　遺跡の立地と地理的環境
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  この背景地図データは、国土地理院の電子国土 Web システムから配信されたものである。 

第２図　遺跡の位置と周辺の遺跡
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第２章　遺跡の位置と環境

　戦前の普天間には、中頭地方事務所、中頭教育会館、農事試験場、郵便局等の官公庁が多くあった。そ
して首里・那覇方面と中北部を結ぶ普天間街道（宜野湾並松街道）や中城村瑞慶覧方面から普天間を通り、
伊佐・大山までおりていく県道など、主要地方道路が交差する交通の要所地でもあった。集落内には、サ
トウキビ運搬のためのトロッコ軌道が敷かれ、沖縄軽便鉄道大山駅への客馬車が往来していた。交通の要
所であったため、街道沿いには客馬車や荷馬車を休ませる馬車宿のほかに商店、旅館、飲食店、写真店、
理髪店、風呂屋、歯医者等が並び商業が発達し、中部における政治経済の中心地となっていた。
　戦後はキャンプ瑞慶覧の建設に伴い、集落の北側半分は強制接収された。宜野湾並松も沖縄戦や松食い
虫の被害により失われ、旧集落の面影は僅かに普天満宮と神宮寺が残っているだけである。基地接収に伴
い、普天間集落は南東側に移動し、戦後復興とともに学校や商店街が建設された。現在の普天間は、那覇
～沖縄市を結ぶ国道 330 号と宜野湾市伊佐～北中城村渡口を結ぶ県道 81 号の三叉路を中心として市街
地が形成されている。
これまでの発掘調査　キャンプ瑞慶覧内病院地区では、米海軍病院建設に伴う発掘調査が県教委と宜野湾
市教委により実施された。調査は県教委と宜野湾市教委とで調査区を分割し、県教委の調査範囲には、普
天間古集落遺跡をはじめ、普天間後原第二遺跡、普天間下原第二遺跡、普天間石川原遺跡が広がる。これ
までの調査で、縄文時代からグスク時代、近世～近代までの遺構や遺物が得られている。縄文時代の遺構
は少なく、疎らで局地的に検出される。グスク時代の遺構は普天間後原第二遺跡の範囲を中心に広がって
いる。近世～近代の遺構が最も多く、普天間古集落に関連する遺構が調査区全体で検出された。集落を方
形状に区画する溝状の遺構や道跡とともに、建物跡や井戸などの遺構が検出され、これらは古集落の様相
を窺えるものである。
周辺の遺跡　本調査区周辺の遺跡について、普天満宮洞穴遺跡、普天間グスクンニー遺跡、普天間フィー
ルー丘陵古墓群、普天間稲嶺屋取古集落、普天間グスクンニー古墓群などが確認されている。普天間が所
在する台地上から西側に目を向けると喜友名貝塚や喜友名グスクがあり、平成８～９年の調査では縄文時
代からグスク時代、近世～近代の遺構や遺物が確認されている。さらに下位の石灰岩段丘や海岸低地には
伊佐前原第一遺跡、新城下原第二遺跡などの遺跡がある。

Ⅰ地区
凡　　例

Ⅱ地区
Ⅲ地区
Ⅳ地区
Ⅴ地区
Ⅵ地区

Ⅶ地区
Ⅷ地区
Ⅸ地区
Ⅹ地区
Ⅺ地区
Ⅻ地区

NN

普天間古集落遺跡

普天間後原第二遺跡

普天間下原第二遺跡

普天間石川原遺跡

普天間グスクンニー遺跡

普天満宮

普天間フィールー丘陵

図版 3　キャンプ瑞慶覧内病院地区遺跡範囲図
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第１節　調査の方法

第３章　調査の方法と成果
第１節　調査の方法
発掘区とグリッドの設定　調査範囲は、沖縄防衛局から提示された病院移設計画に伴う工事範囲に基づき、
埋蔵文化財に影響を及ぼす範囲を特定し調査区を設定したもので、県教委は普天間古集落遺跡を中心とし
た範囲を調査対象とした。平成 24 年度はⅩ地区及びⅩⅠ地区、平成 25 年度はⅩⅡ地区の発掘調査を実施
した。調査面積が広大なことや、工事と発掘調査が同時並行で進められていたことから、調査区を便宜的
に分割して調査を行った。Ⅹ地区は、１～５地点、ⅩⅠ地区は１～２地点、ⅩⅡ地区については１～３地点
に分割した。沖縄防衛局及び工事請負業者との調整の上、調査が完了した範囲から沖縄防衛局へ引渡しを
行った。
　グリッドは、試掘調査時に当てはめたものを使用しており、基本座標（X：31,000、Y：26,500　日本
測地系）を起点に第Ⅰ区画、第Ⅱ区画の２段階に分け、第Ⅰ区画を 300 ｍメッシュ、第Ⅱ区画を 20 ｍメッ
シュで区切っている。第Ⅰ区画はキャンプ瑞慶覧の宜野湾市区域を１～ 33 に分割設定し、第Ⅱ区画はさ
らに細かく東から西へ１～ 15、北から南へ A ～ O を設定している。グリッドの名称は、第Ⅰ区画、第Ⅱ
区画を組合せ、15-A １、16-F14 等としている（沖縄県立埋蔵文化財センター 2015a）。今回調査の第Ⅰ
区画は 14 及び 15、22 である。
表土掘削と遺構検出　調査は、初めに調査区の位置出しを行うとともに、調査区にかかる樹木の伐採を行っ
た。次に磁気探査（水平探査）を実施した結果、調査範囲全域に異常点が確認され、確認探査はⅩ・ⅩⅠ・
ⅩⅡ地区を合わせて 937 点にも及んだ。磁気探査により不発弾など異常が無いことを確認し、表土掘削を
実施した。表土掘削は、重機により行い、撹乱土、造成土及び近世～近代の遺物包含層（Ⅱ層）までを掘
削した。
　表土掘削後は、作業員の手作業による包含層掘削と遺構検出を行った。多くは地山面で遺構が検出され
たが、ⅩⅠ地区１地点では、地山面より上で近代の道跡が検出されたため、調査終了後に道跡とその下の
Ⅱ層を重機により掘削した。さらに、ⅩⅠ地区１地点やⅩⅡ地区２地点ではグスク時代の包含層が厚く堆積
し、その下にグスク時代の遺構が検出されたため、遺構検出面が複数面となる地点もあった。表土掘削時
には、遺構検出面を確認するためのサブトレンチを設定した。
発掘作業と写真撮影　本遺跡では検出された遺構数が多かったため、遺構記号は、『発掘調査のてびき』
のものを便宜的に当てはめ、地区－種別毎に通し番号を付し、Ⅹ地区 -SP １等とした。遺構番号は、基本
的に固定番号方式としたが、本報告書作成の便宜上、建物跡や井戸など遺構番号をふり直したものもある。
遺構半裁時に遺構ではないと判断したものは欠番とした。また、近世～近代の遺構のまとまりを示す区画
番号は、調査終了後の資料整理時に付したものである。遺構個々の調査は、半裁や４分割による調査を行っ
た。井戸や大型土坑など人手による掘削が困難なものは、重機による半裁を行った。検出時及び完掘状況
の平面図作成は測量機器を用いて行い、断面図作成は基本的に人手により行った。効率が良いと考えられ
る場合は、写真測量も実施した。各地点の検出面毎に、高所作業車による遺構検出状況と完掘状況の写真
撮影を行っている。
　遺構の調査終了後には、補足調査としてのトレンチを調査区中央や壁面沿いに設定し、包含層の堆積状
況や地山の確認を行った。ⅩⅠ地区１地点やⅩⅡ地区２地点の補足調査時には深さが２ｍを超えたため、の
り面あるいは段掘りにより掘削するとともに、安全対策を行った。
　写真撮影は遺構個々については、半裁状況など状況に応じて、デジタルカメラと 35mm フィルムカメ
ラにより白黒フィルム・カラーリバーサルフィルムで撮影した。高所作業車を使用した遺構検出状況・完
掘状況の写真撮影時には中判フィルムカメラも用いた。なお、本報告書ではデジタルカメラによる写真を
使用している。
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第 3図　グリッド配置図
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  第Ⅱ区画：20ｍメッシュ
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第 2 節　基本層序

第 2 節　基本層序
　平成 20 ～ 25 年度までの調査成果を踏まえ、瑞慶覧病院地区の基本層序は以下のように整理される。
この基本層序を踏まえ、Ⅹ～Ⅻ地区の土層堆積状況について報告する。
　
層序
　Ⅰ層：表土・造成土。沖縄戦中に米軍に接収され、造成されたときの層。調査区全体に広がる。層中に
　　　土器、石器、中国産陶磁器、沖縄産陶器等の多種多様な遺物を含む。このことから、普天間ハウジ
　　　ング建築の際に敷地内から土砂が集められ造成されたものと考えられる。

　Ⅱ層：暗褐色（10YR3/4）又は褐色（10YR4/4）砂質土で、米軍接収以前の耕作土及び地表面と思われる。
　　　近世～近代の遺物を包含し、調査区全体に広がる。数層に細分可能である。層中に沖縄産陶器を中
　　　心として、本土産陶磁器、中国産陶磁器等を含む。この層の中、又はⅤ層（島尻マージ）及びⅢ層
　　　との境に近世～近代の遺構が確認できる。土色が灰オリーブ色及び暗オリーブ色の箇所もある。

　Ⅲ層：暗褐色～黒褐色砂質シルト層で、迫地地形に該当する箇所に部分的に分布する。この層の中、又…
　　　はⅤ層（島尻マージ）及びⅣ層との境にグスク時代の遺構が確認できる。出土遺物からグスク時代…
　　　の堆積層と思われる。Ⅲ層は a ～ｃ層の３つに大別できる。

　　Ⅲ -a 層：黒褐色砂質シルト（10YR3/2）である。数層に細分可能で、上方から下方へと粘りが強くなり、
　　　中に３～５㎜の炭化物、焼土、黄褐色土粒を含む。一部では水分、マンガン及び鉄分の影響により
　　　色調が変化している。全体的に根跡若しくは貫入があり、その中には褐灰色の土が入る。遺物はグ
　　　スク土器、石器を確認している。

　　Ⅲ -b 層：黒褐色砂質シルト（10YR2/3）で、Ⅲ -a 層とⅢ -c 層より明るく、区別ができる。
　　　３～５㎜の炭化物、焼土、黄褐色土粒を含む。Ⅲ -a 層より粘性が強い。

　　Ⅲ -c 層：暗褐色砂質シルト（10YR3/4）である。上方から下方へと粘りが強くなると共に砂質も強
　　　くなる。層中にマンガンを含む。根跡若しくは貫入に入っている土は、上方は褐灰色と黄褐色が混
　　　るが、下方にいくに従い黄褐色が強くなり、最後は黄褐色土のみとなる。

　Ⅳ層：褐色シルト（10YR4/6）又は暗褐色シルト（10YR3/4）で窪地の底部分に分布する。粘質が強
　　　い層と砂質が強い層に分けられる。層中にマンガンを含む。ⅩⅠ・ⅩⅡ地区で確認された層で、谷　
　　　状に窪む地形において、この層の上面にグスク時代の遺構が検出されている。

　Ⅴ層：地山。褐色シルト（10YR4/4）又は暗褐色シルト（10YR3/4）で、粘質が強い層と砂質が強い
　　　層に分けることができる。全体的にマンガンを含む。基盤の琉球石灰岩に接する箇所は、他の部分
　　　より黒味が強く、暗褐色を呈する。多くの遺構は、Ⅰ～Ⅲ層とこの層の境で確認されている。
　
　Ⅵ層：岩盤。
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第３章　調査の方法と成果

Ⅹ～ⅩⅡ地区土層堆積状況
　土層堆積状況について、地区毎の概要を以下に示す。ここでは、現場で作成した壁面図のうち、基本層
序の堆積状況が確認できたⅩⅠ地区１地点南壁及びⅩⅡ地区２地点北壁の壁面図を報告する ( 第５図 )。
Ⅹ地区　調査区全体はほぼ平坦な地形である。Ⅱ層は１～ 5 地点の調査区全体に広がる。Ⅲ層はグスク
時代の掘立柱建物跡が検出される１地点～３地点北側の一部で確認された。層厚は 10 ～ 20cm である。
Ⅺ地区　１地点東側は南東側へ向かって谷状に窪む旧地形であり、１地点南壁でⅡ～Ⅳ層が厚く堆積し
ている状況が確認された。Ⅱ層は 60cm、Ⅲ層は 130cm 堆積している。Ⅳ層はⅪ地区とⅫ地区で確認さ
れた層で、谷底部分で 120cm 堆積している。２地点は南西側にやや傾斜し、南壁西側でⅢ層が 10cm ～
20cm 堆積している。
Ⅻ地区　１地点及び３地点北～南西側はほぼ平坦な地形である。２地点は北側～中央にかけて谷状に窪む
地形で、そこにⅡ～Ⅳ層が厚く堆積している。北壁でⅡ層が 150cm、Ⅲ層が 80cm、Ⅳ層は 60cm の層
厚を確認した。Ⅳ層上面にて、グスク時代の遺構が検出された。また、３地点は南東側のみ谷状に窪む地
形で、Ⅱ～Ⅲ層が厚く堆積している。Ⅱ層が 250cm、Ⅲ層が 80cm 堆積している。
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第３章　調査の方法と成果

XI 地区　1 地点南壁　北西から

XII 地区　2 地点北壁　南から
図版 4　調査区壁面（XI・XII 地区）
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17・18

第６図　調査区（Ⅰ～ XII 地区）全体図１　所収範囲
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Ⅲ～Ⅵ地区（「キャンプ瑞慶覧内病院地区 2」沖埋文 2015ｂ所収範囲）
Ⅶ～Ⅸ地区（「キャンプ瑞慶覧内病院地区 3」沖埋文 2016ａ所収範囲）
Ⅹ～Ⅻ地区（本書所収範囲）
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19・20

第 7図　調査区（Ⅰ～ XII 地区）全体図２　縄文時代の遺構
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